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著 書

１ 壬生隆一，安田加代子：腹腔穿刺と腹水検査．樗木晶子・松岡緑編：エクセルナース［検査編］．

208-211，メディカルレビュー社．東京 2004．

２ 宮崎純二，古賀明美：耳鼻科内視鏡検査．樗木晶子・松岡緑編：エクセルナース［検査編］．

176-179，メディカルレビュー社．東京 2004．

３ 古賀明美：耳鼻咽喉科の検査，樗木晶子，松岡緑編：エクセルナース［検査編］516-517，520-521，

524-525．メディカルレビュー社．東京，2004．

４ 大田明英：成人 Still病． 竹原和彦，近藤啓文編：インフォームドコンセントのための図説シリー

ズ３．その他の膠原病．82-87．医薬ジャーナル社．大阪 2004．

５ 山地洋子，松浦江美，佐藤和子：検査の手順と看護ケア．松岡緑，樗木晶子監修：エクセルナース

検査編．388-391メディカルレビュー社．東京 2004

学術論文

１ 馬場才悟，大田明英，小荒田秀一，牛山 理，多田芳史，鈴木憲明，長澤浩平：関節リウマチ患者

のQOL-患者自身による評価と医師による評価との相違-． 臨床リウマチ 16：20-28， 2004.

２ Koarada S,Haruta Y,Tada Y,Ushiyama O,Morito F,Ohta A,Nagasawa K: Increased entry
 

of CD4 T cells into the Th1 cytokine effector pathway during T-cell division following
 

stimulation in Behcets’s disease.Rheumatology 43:843-851,2004.

３ 古賀明美：受診中断に至るプロセス．肥満と糖尿病 ３(2)：301―303，2004．

４ 古賀明美：情報収集の工夫．整形外科看護 秋季増刊号：61-68，2004．

５ 古賀明美：集団指導と個別指導．整形外科看護，秋季増刊号：69-76，2004．

６ 古賀明美，松岡 緑，藤田君支：受診中断中にある糖尿病患者の療養生活体験の変化．第34回日本

看護学会論文集 成人看護Ⅱ ：374―376，2004．

７ Matsuura E, Ohta A, Sherriff-Tadano R: Reply: Raynaud’s phenomenon and serotonin
 

reuptake inhibitors.J.Rheumatol.31:2090-2091,2004.

８ 大田明英：成人スチル病．臨床と研究 81：275-279，2004

９ 佐藤和子：退院指導の今後の方向性．整形外科看護 秋季増刊号：42-51，2004．

10 山川裕子，古賀明美：国家試験攻略法 新傾向問題対応―精神看護学―．クリニカルスタディ

25(2)：72―79，2004．

11 中山晃志，佐藤和子：看護職の交代勤務の形態と蓄積的疲労の関係，看護管理，14(5)：408-411，

2004．

12 山地洋子：退院指導の評価の重要性．整形外科看護 秋季増刊号：32-41，2004．

13 安田加代子：自尊心の低い患者への対処法は？．肥満と糖尿病 ３(2)：287―289，2004．

14 安田加代子：患者のQOLから える退院指導の必要性．整形外科看護 秋季増刊号：17-24，

2004．



学会発表

１ 木村多寿子，横井宏佳，曽我芳光，神崎良子，野田喜寛，中原智子，入江利行，谷口奈津子，安田

加代子：回復期心臓リハビリテーションにおける健康関連QOLの検討，第10回心臓リハビリテー

ション学会，2004．９．４．第10回心臓リハビリテーション学会抄録集：90．

２ 松浦江美，大田明英，春田善男，小荒田秀一，多田芳史，長澤浩平：強皮症のQOLについて．厚生

労働省「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」研究班 2004年度班会議・第８回強皮症

研究会議2005．１．15．2004年度班会議・第８回強皮症研究会議抄録集：14．

３ 中島富有子，山川裕子，安田加代子：看護学生のシャイネス傾向の特徴，日本看護学会，2004．８．

５．第35回日本看護学会抄録集 看護教育：46．

４ シェリフ多田野亮子，大田明英，春田善男，小荒田秀一，多田芳史，長澤浩平：強皮症患者由来線

維芽細胞のコラーゲン代謝に及ぼすHepatocyte growth factor (HGF）の影響．第３２回日本臨

床免疫学会総会，2004．10．８．日本臨床免疫学会会誌 27(4)：270，2004

５ 山川裕子，安田加代子，三嶋敬子，寺山志穂，徳永美香：看護学生の実習不安と懇話会の効果，日

本看護学会，2004．８．６．第35回日本看護学会抄録集 看護教育：103．

６ Sato K,Yasaka M,Kageyama T:Relationship between the volume of residual urine and daily
 

activity among the elderly with Alzheimer’s disease,7 EAFONS Conference 3,2004.

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 佐藤 和子 平成16年度文部科学省科学

研究費補助金

萌芽研究 看診診断の適切性を促進するデータ

ベースの構築に関する研究 電子カル

テを活用した方法論の開発

1,200

助 手 松浦 江美 佐賀大学学内 COE 若手研究者育

支援事業

膠原病患者に対するセルフマネジメン

トプログラムの開発とその効果に関す

る研究

700

老年看護学分野

著 書

１ 藤田君支：関節鏡検査．樗木晶子，松岡 緑 監修：エクセルナース検査編．170-173，メディカル

レビュー社．東京 2004．

２ 藤田君支：関節穿刺と関節液検査．樗木晶子，松岡 緑 監修：エクセルナース検査編．226-229，

メディカルレビュー社．東京 2004．

３ 藤田君支：関節造影．樗木晶子，松岡 緑 監修：エクセルナース検査編．312-315，メディカルレ

ビュー社．東京 2004．

学術論文

１ 藤田君支：退院指導に理論をどう使うか．整形外科看護 秋季増刊，25-31，2004．

２ 藤田君支：患者教育とQOL．整形外科看護 秋季増刊，77-83，2004．

３ 藤田君支，佛淵孝夫：クリティカルパス導入後の整形外科医療と今後のケア，整形外科看護，９



(1)，42-46，2004．

４ 岩本幸子：家族も含めた指導のあり方 患者が高齢者の場合．整形外科看護 秋季増刊，96-100，

2004．

５ 鈴木真貴子，忽那龍雄，水主いづみ，岩本幸子：老年者に対する健康運動（ボールエクササイズ）

の評価．保健の科学46巻７号：541-550，2004．

６ 高崎光浩，水主いづみ：看護職の生涯教育における eラーニングの試み 佐賀県看護協会での教育

研修プログラム．看護展望29巻12号：1346-1352，2004．

学会発表

１ Fujita, Makimoto, Hotokebuchi, Ikeda: The Factors Related to Quality of Life among
 

Japanese Patients Undergoing Total Hip Arthroplasty(THA),The 7th East Asian Forum of
 

Nursing Scholars(EAFONS)meeting in Hong Kong.

２ 藤田君支，牧本清子，佐藤和子：人工関節置換術を受けた患者の手術前後のQOL．第24回日本看護

科学学会学術集会講演集，354，2004．

３ 岩本幸子，忽那龍雄，水主いづみ，井 雅代：ボールエクササイズが高齢者のバランス能力に及ぼ

す影響とその関連要因（第２報）．日本老年看護学会第９回学術集会．2004，11，７．抄録集：109．

４ 忽那龍雄，青柳孝彦，岩本幸子，水主いづみ：RA下肢多関節置換術後患者に対する後療法とその問

題点．第48回日本リウマチ学会総会学術集会．2004，４，16．抄録集：121（シンポジウム）．

５ 高崎光浩，水主いづみ，井上悦子：Web―based learningにおける学生の講義受講実態とその有効

活用方策に関する検討．医療情報学24回連合大会論文集．2004，11：1016-1017

６ 田中まゆこ，田中洋子，藤満幸子，吉原久美子，樋渡 泉，水主いづみ：がん患者の終末期ケアに

対する看護師のケア行動．日本がん看護学会．2004，２，７．：日本がん看護学会抄録集151．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

助教授 藤田 君支 科学研究費補助金 若手研究 人工関節置換術を受ける患者の手術前

後を通じてのQOLに関する縦断的研

究

900

助教授 藤田 君支 佐賀大学学内 COE 医学部中堅・

若手研究者育

成支援経費

人工股関節患者の個人の意向を反映し

たQuality of lifeの変化に関する研究

400

助教授 藤田 君支 平成16年度佐賀大学大学改

革推進経費

佐賀地域健康

福祉推進総合

研究支援事業

（分担）

人間のモビリティ維持向上のための総

合的支援に関する研究 ライフサイク

ルを通しての移動行動の保証をめざし

たモビリティリサーチセンター構想の

実現にむけて

助 手 岩本 幸子 佐賀大学学内 COE 医学部中堅・

若手研究者育

成支援経費

在宅高齢者の生活機能の維持・増進を

促進するヘルスプロモーション支援に

関する研究―ボールエクササイズ―

700


